
親
驚
聖
人
の
六
角
夢
想
の
侮
に
つ
い
て

五
六

親
驚
聖
人
の
六
角
夢
想
の
備
に
つ
い
て

名

畑

出一小

親
驚
聖
人
の
六
角
堂
参
寵
と
六
角
夢
想
の
事
実
は
、
親
驚
聖
人
の
吉
水
入
室
と
妻
帯
問
題
に
関
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
親
驚
聖
人
の
宗
教
信
仰
の
方
向
を
決
定
づ
け
た
要
因
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
六
角
堂
は
、
親
驚
聖
人
に
と
っ
て
最
も
印
象

ぶ
か
い
想
い
出
の
場
所
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り

『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』

（
七
十
五
首
）

に
お
い
て

聖
徳
太
子
の
行
実
と
し
て
最
初

に
六
角
堂
創
立
を
あ
げ
て

①
 

太
子
の
勅
命
帰
敬
し
て
、
六
角
の
御
て
ら
を
信
受
す
、
皇
宮
の
有
情
も
ろ
と
も
に
、
恭
敬
尊
重
せ
し
む
べ
し

と
讃
仰
せ
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

お
よ
そ
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
は
歴
史
上
の
聖
徳
太
子
の
事
蹟
に
対
す
る
追
慕
と
、
聖
徳
太
子
の
未
来
の
有
情
利
益
の
徳
に
対
す
る

感
謝
の
念
に
よ
っ
て
貫
ぬ
か
れ
て
お
り
、
中
で
も
六
角
堂
は
聖
徳
太
子
が
末
来
の
有
情
利
益
の
た
め
に
創
立
さ
れ
た
日
本
最
初
の
寺
院

と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
親
驚
聖
人
の
上
に
聖
徳
太
子
の
利
益
と
し
て
受
け
と
ら
れ
た
具
体
的
な
内
容
が
、
六
角
堂
参
龍
の



示
現
と
六
角
夢
想
の
告
命
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
親
驚
聖
人
の
六
角
夢
想
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
親
驚
伝
絵
」
上
ノ
第
三
一
段
に
語
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

②

2
 

建
仁
三
年
間
四
月
五
日
夜
寅
時
、
聖
人
夢
想
の
告
ま
し
く
き
、
彼
記
に
い
は
く
、
六
角
堂
の
救
世
議
、
顔
容
端
厳
の
聖
僧
の
形

を
示
現
し
て
、
由
柄
の
袈
裟
を
着
服
せ
し
め
、
広
大
の
白
蓮
華
に
端
坐
し
て
、
善
信
に
告
命
し
て
の
た
ま
は
く
行
者
宿
報
設
女
犯
、

願
の
旨
趣
を
宣
説
し
て
、 一

生
之
間
能
荘
厳
、
臨
終
引
導
生
極
楽
文
救
世
菩
薩
善
信
に
の
た
ま
は
く
、
此
是
我
誓
願
也
、
善
信
こ
の
誓

③
 

一
切
群
生
に
き
か
し
む
へ
し
と
云
々
（
以
下
略
）

我
成
玉
女
身
被
犯
、

こ
こ
で
「
彼
記
に
い
は
く
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
高
田
派
本
山
専
修
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
真
仏
書
写
の
『
経
釈
文
聞
書
L

の
中
に
「
親
驚
夢
記
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
た
、

六
角
堂
救
世
大
菩
薩
、
示
ニ
現
顔
容
端
政
之
僧
形
一
令
ヨ
一
服
一
一
著
白
納
御
袈
裟
一
端
一
一
座
広
大
白
蓮
一
告
二
命
善
信
一
日

行
者
宿
報
設
女
犯
我
氏
一
玉
女
身
一
被
レ
犯

一
生
之
問
能
荘
厳
臨
終
引
導
生
↓
一
極
楽
一
文

救
世
菩
薩
詠
一
一
此
文
二
一
一
一
向
、
比
丸
吾
誓
一
時
一
切
群

b
E説
間
一
告
命
リ
マ
ヘ
リ
因
ゴ
斯
告
命
一
十
数
千
十
ル
有
山
県
A
F
U
一
聞
－
一
色
告
主
7
ぃ
④

の
文
と
内
容
が
全
く
一
致
す
る
か
ら

寸
親
鷺
伝
絵
』
の
六
角
夢
想
の
段
は
寸
親
驚
夢
記
』
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
。

ま
た
近
年
、
同
じ
く
高
田
派
本
山
専
修
寺
に
お
い
て
、
親
驚
聖
人
の
真
筆
と
認
め
ら
れ
る
「
行
者
宿
報
L

の

四
句
偏
文
が
発
見
せ
ら
れ
た
。

か
く
て
親
驚
聖
人
の
六
角
夢
想
は
疑
い
な
い
事
実
と
な
り
、
改
め
て
そ
の
内
容
が
問
わ
れ
、
吟
味
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

六
角
夢
想
に
つ
い
て
宗
学
の
伝
統
で
は

「
親
驚
伝
絵
』
の
叙
述
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
専
ら
真
宗
興
行
の
奇
瑞
、
念
仏
弘
興
の

表
示
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
近
来
は
こ
れ
を
主
に
親
鷺
聖
人
の
妻
帯
問
題
｜
｜
女
犯
の
問
題
に
お
い
て
把
え
、
親
驚
聖
人

親
驚
聖
人
の
六
角
夢
想
の
用
閣
に
つ
い
て

五
七



親
鷺
聖
人
の
六
角
夢
想
の
備
に
つ
い
て

五
八

が
当
時
妻
帯
に
つ
い
て
問
題
を
抱
い
て
お
り
、
四
句
偏
文
が
問
題
解
決
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問
題
は
「
行
者
宿
報
設
女
犯
」

の
四
句
偏
文
の
意
味
で
あ
り
、

何
故
に
そ
う
し
た
内
容
の
偏
文
が
六
角
堂
の
救
世
菩
薩
の
告
命
と
し

て
、
突
然
に
夢
想
に
現
わ
れ
た
か
で
あ
る
。

ま
ず
最
初
に
考
察
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
当
時
の
六
角
堂
に
つ
い
て
で
あ
る
。

⑤
 

『
“
六
角
蛍
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
六
角
堂
は
聖
徳
太
子
が
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
尊
如
意
輪
観
音
は
太
子
七
生
の
守
本
尊
で
あ

っ
た
と
い
う
。

し
か
し
六
角
堂
の
名
が
史
上
に
現
わ
れ
る
の
は
、
平
安
時
代
中
期
藤
原
道
長
の
頃
か
ら
で
あ
り
、
六
角
堂
は
そ
の
当
時

に
因
幡
堂
、
草
堂
、
広
隆
寺
、
清
水
寺
と
共
に
洛
中
の
験
仏
所
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
の
観
音
信
仰
の
隆
盛
に
伴
な

っ
て
、
観
音
寺
、
蓮
華
玉
院
、
六
波
羅
蜜
寺
、
清
水
寺
、
長
楽
寺
、
感
応
寺
な
ど
の
観
音
の
霊
所
の
中
で
も
、
六
角
堂
は
清
水
寺
と
並

ん
で
特
に
崇
信
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
当
時
の
六
角
堂
は
験
仏
所
と
し
て
、

ま
た
観
音
の
霊
所
と
し
て
さ
か
ん
に
信
仰
せ

ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
全
く
本
尊
如
意
輪
観
音
の
す
ぐ
れ
た
霊
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

六
角
堂
の
本
尊
如
意
輪
観
音
に
つ
い
て
は
、
『
阿
裟
縛
抄
L

九
・
如
意
輪
部
に
、

六
角
堂
日
本
最
初
伽
藍
也
、
聖
徳
太
子
七
生
御
本
尊
也
、
尤
可
ニ
仰
崇
「
件
像
持
蓮
、
施
願
印
也
、

⑤
 

骨
像

石
山
像
同
レ
之
（
中
略
）

巳
上
二

と
あ
り
、

そ
れ
が
石
山
寺
の
本
尊
と
同
じ
左
手
施
願
印
、
右
手
蓮
華
の
二
管
如
意
輪
像
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

守
石
山
寺
縁

起
』
に
よ
れ
ば
、

石
山
寺
の
如
意
輸
は
聖
徳
太
子
二
生
の
本
尊
で
あ
る
と
い
い
、
同
じ
く
太
子
七
生
の
本
尊
と
い
う
六
角
堂
の
如
意
輪

と
共
に
、
聖
徳
太
子
所
持
の
霊
仏
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
は
注
意
し
て
よ
い
。
ま
た
『
阿
裟
縛
抄
』
二
百
・
諸
寺
略
記
上
の
六
角

堂
の
項
に
は

①
 

本
尊
二
管
如
意
輪
、
救
世
観
音
是
也
、



と
あ
っ
て

六
角
堂
の
如
意
輪
は
救
世
観
音
で
あ
る
と
い
い
、

③
 

六
角
堂
金
銅
一
一
一
尺
如
意
輪

聖
徳
太
子

⑨
 

と
記
る
さ
れ
、
そ
れ
が
同
時
に
ま
た
聖
徳
太
子
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る

ω

『
拾
芥
抄
』
に
は
ま
た

一
方
六
角
堂
の
周
辺
の
事
情
と
し
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
寸
「
天
台
自
主
記
』

（
青
蓮
院
本
）
に
、
建
保
六
（
一
一
一
一
八
）

年
九
月
二
十
一
日
に
山
徒
が
山
王
七
社
の
神
輿
を
奉
じ
て
強
訴
に
お
よ
ん
だ
こ
と
を
記
し
た
後
で
、

ν
ク

テ

ズ

ヲ

⑪

又
祇
園
、
北
野
、
鞍
馬
、
長
楽
寺
、
霊
山
、
六
角
堂
等
山
門
末
寺
末
社
同
以
閉
レ
門

と
あ
り
、
建
保
六
年
の
頃
す
で
に
六
角
堂
が
比
叡
山
の
末
寺
と
な
っ
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
歎
総
文
L

に
親
驚
聖
人
の

六
角
堂
参
龍
に
至
る
経
由
を
一
記
し
て
、

酒
近
対
一
一
根
本
中
堂
之
本
尊
「
遠
詣
一
一
枚
末
諸
方
之
霊
窟
「
祈
一
一
解
脱
之
径
路
「
求
一
主
六
実
之
知
識
「
特
運
ニ
歩
於
六
角
之
精
舎
「
底
一
一
百

⑪
 

日
之
懇
念
一
之
処

と
あ
る
の
に
附
合
す
る
の
で
あ
り
、
親
驚
聖
人
と
六
角
堂
と
の
結
び
つ
き
に
は
、
六
角
堂
が
叡
山
配
下
の
霊
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
事
縁

の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
し
め
る
の
で
あ
る
。
な
お
叡
山
と
如
意
輪
と
の
関
係
で
最
も
有
名
な
の
は
公
家
三
一
壇
法

の
一
と
呼
ば
れ
た
叡
山
の
長
日
如
意
輪
法
で
あ
る
。
と
の
法
は
玉
体
安
穏
、

四
海
静
説
を
祈
願
し
て
行
う
も
の
で
、
平
安
時
代
末
期
院

政
の
頃
に
創
始
せ
ら
れ
、
叡
山
の
重
要
な
行
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
『
阿
裟
縛
抄
』
九
二
・
如
意
輪
部
に
如
意
輪
法
に
ふ
れ

て
或
了
云
、

如
意
輪
公
家
三
壇
御
修
法
一
壇
也
、

十
七
条
憲
法
一
行
レ
之
、
而
太
子
即
観
音
後
身
也
、

観
音
中
何
殊
修
一
一
此
法
一
哉
、
私
案
云
、
聖
徳
太
子
者
仏
法
最
初
主
也
、

ト

六

角

堂

⑫

以
ニ
如
意
輪
尊
一
為
一
て
七
生
之
本
尊
一
観
音
是
ナ
リ

王
法
又
以
ニ

有
二
所
以
一
敗
。

と
あ
っ
て
、
論
拠
は
い
さ
さ
か
弱
い
に
し
て
も
、
如
意
輪
法
を
聖
徳
太
子
と
六
角
堂
の
如
意
輸
に
関
係
市
つ
け
て
解
釈
を
試
み
て
い
る
の

親
驚
聖
人
の
六
角
夢
想
の
備
に
つ
い
て

五
九



親
驚
聖
人
の
六
角
夢
想
の
備
に
つ
い
て

ノ、。

は
興
味
ぶ
か
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
恐
ら
く
叡
山
と
六
角
堂
の
関
係
を
教
義
的
に
説
明
し
た
最
初
の
文
献
で
あ
ろ
う
。

さ
て
親
驚
聖
人
の
夢
想
に
現
わ
れ
た
六
角
堂
の
救
世
菩
薩
が
す
な
わ
ち
如
意
輪
観
音
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
前
提
と
し
て
、
改
め
て
問

い
な
お
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
夢
想
の
四
句
の
偏
と
如
意
輪
観
音
と
の
関
係
で
あ
る
。

行
者
宿
札
詑
女
札
ト
モ
我
此
訂
玉
文
身
一
札
ド
釦
ム
セ

一
生
之
間
能
荘
厳
テ
臨
終
引
導
匹
一
一
転
楽
一

七
字
一
句
で
四
句
か
ら
な
る
こ
の
偏
の
内
容
は

「
行
者
が
宿
世
の
報
い
に
よ
っ
て
、
も
し
も
妻
帯
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

（
救
世
菩

薩
す
な
わ
ち
如
意
輪
観
音
が
）
み
ず
か
ら
玉
女
の
身
と
な
り
、
妻
と
な
っ
て
一
生
の
間
よ
く
か
ざ
り
、
臨
終
に
は
引
導
し
て
極
楽
浄
土

に
生
ぜ
し
め
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
親
驚
聖
人
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
在
世
し
た
金
胎
房
党
禅
が
撰
し
た

⑬
 

『
覚
禅
紗
』
の
四
十
九
・
如
意
輪
下
に
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
文
を
載
せ
て
い
る
。

・
”
本
尊
変
↓
一
王
玉
女
一
事

又
一
応
（
志
）
弘
一
邪
見
心
プ
淫
欲
蛾
庄
弔
い
広
一
一
落
於
世
一
一
如
意
輪
札
恥
一
志
玉
女
叶
為
一
一
其
ん
札
宏
妾
一
士
一
生
い
弘
、

一
繭
貴
ず
令
い
造
一
無

μ善
事
サ
西
方
極
楽
浄
ふ
一
一

A
K成
一
仏
道
ザ
真
一

ι一郎
f々
⑬

一
期
生
間
荘
厳
以
ニ

文
志
は
「
（
も
し
）
よ
こ
し
ま
な
心
が
お
こ
っ
て
、
色
欲
が
さ
か
ん
に
な
り
、
道
心
を
失
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
如
意
輪

⑬
 

観
音
が
み
ず
か
ら
変
じ
て
王
の
玉
女
と
な
り
、
そ
の
人
の
妻
妾
と
な
っ
て
愛
し
あ
い
、

一
生
を
け
だ
か
く
幸
わ
せ
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
数
か
ぎ
り
な
く
善
事
そ
造
ら
し
め
、
命
終
の
後
に
西
方
極
楽
浄
土
に
仏
道
を
成
ぜ
し
め
る
で
あ
ろ
う
し
と
い
う
の
で
あ
り
、

ツ’
」ー

れ
を
「
行
者
宿
報
」
の
四
句
伺
文
の
内
容
と
対
比
す
る
と
、

両
者
は
頗
る
よ
く
似
て
い
る
し
、
ま
た
語
句
に
お
い
て
も
類
似
し
て
い
る



こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
凹
句
偏
文
の
「
我
成
玉
女
身
被
犯
」
は
如
意
輸
の
文
の
「
如
意
輪
我
成
王
王
女
為
其
人
親
妻
妾
」
と

共
通
し

「
一
生
之
間
能
荘
厳
」
は
っ
一
期
生
問
荘
厳
以
福
貴
」
に
、

ま
た
「
臨
終
引
導
生
極
楽
」
は
「
西
方
板
楽
浄
土
令
成
仏
道
」

に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
に
よ
っ
て
、

六
角
夢
組
の
凹
句
例
文
は
お
そ
ら
く
右
の
如
志
輸
の
文
に
基
づ
い
て
発
想

せ
ら
れ
た
、

と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
四
句
偏
文
に
「
行
者
宿
報
」
と
あ
る
の
は
、
独
自
の
内
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

ま
た
っ
我

成
玉
女
身
被
犯
」
の
「
我
し
は
、
版
文
で
は
明
ら
か
に
「
如
怠
輪
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
救
世
帯
薩
」
と
剖
わ
さ
れ
て
い
る

し

「
一
生
之
間
能
荘
厳
」
で
は
原
文
の
「
以
一
脳
宣
」
が
略
さ
れ
て
い
る
の
が
明
瞭
で
あ
っ
て
、

四
句
例
文
が
如
意
輸
の
原
文
の
単
な

る
取
意
で
は
な
く
、
そ
こ
に
内
観
に
基
づ
い
た
独
自
な
志
味
の
介
在
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
『
党
禅
紗
』
の
「
本
尊
変
王
玉
女
事
」
の
文
の
冒
頭
に
、

⑮
 

節
の
「
止
雨
風
事
」
に
ひ
く
「
別
本
軌
L

を
う
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
如
意
輸
の
儀
軌
や
本
経
の
中
に
は
そ
れ
に
相
当
す
る
も

「
又
云
」
と
あ
る
の
は
前
後
の
関
係
か
ら
推
し
て
、
そ
れ
が
前

の
を
未
だ
見
出
し
得
な
い
。
し
か
し
宝
思
惟
訳
守
観
世
音
菩
薩
如
志
摩
尼
輪
陀
羅
尼
念
詞
法
」
の
中
に
は
、

ダ

r
レ
パ

若
有
ニ
善
男
子
善
女
人
づ
（
中
略
）
凡
諦
一
此
呪
づ
不
レ
簡
ヨ
－
在
家
出
家
飲
酒
食
肉
有
一
一
妻
子
づ
但
諦
一
一
此
呪
一
必
能
成
就
、

タ

ス

レ

パ

ク

ス

⑫

須
ニ
作
法
「
不
レ
求
一
一
宿
日
づ
不
レ
求
一
一
持
斎
「
不
レ
須
一
一
洗
浴
づ
不
レ
須
ニ
別
衣
「
但
読
詞
皆
悉
成
就
、

請
ニ
此
呪
一
人
不

と
あ
っ
て
、
如
意
輸
の
陀
羅
尼
を
念
請
す
る
に
は
、
在
家
出
家
、
食
肉
妻
帯
を
問
わ
ず
、

そ
の
他
時
処
諸
縁
在
え
ら
ば
な
い
と
説
か
れ

ま
た
澄
円
の
「
白
宝
抄
』
に
は
、
如
意
宝
珠
に
上
中
下
の
三
品
が
あ
り
、
中
口
聞
の
如
意
宝
珠
は
自
然
道
理
の
如
来
の
分
身

⑬
 

で
あ
り
、
そ
れ
は
成
生
せ
る
玉
で
あ
り
、
成
生
せ
る
玉
と
は
能
作
性
の
玉
で
あ
る
と
い
う
。
凡
そ
能
作
と
は
不
障
擬
の
意
で
あ
り
、
能

て
い
る
し
、

作
因
の
果
を
増
上
果
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
宝
思
惟
訳
『
如
意
摩
尼
輪
陀
羅
尼
念
語
法
』
に
よ
れ
ば
、

ヲ
⑮

若
常
念
詞
一
切
諸
縁
無
レ
有
ニ
障
礎
「
当
得
ニ
気
力
一
勇
猛
精
進
、
捨
レ
身
己
後
得
レ
生
一
一
西
方
極
楽
国
土
「
生
生
之
処
得
一
一
宿
命
智
一

と
説
か
れ
、
如
意
輪
陀
羅
尼
の
功
徳
は
一
切
の
諸
縁
に
無
障
醗
な
の
で
あ
り
、
勇
猛
精
進
し
て
命
終
の
後
に
は
西
方
極
楽
に
往
生
で
き

親
驚
聖
人
の
六
角
夢
想
の
備
に
つ
い
て

ーノ、



親
驚
聖
人
の
六
角
夢
想
の
備
に
つ
い
て

占

ノ、

る
と
い
う
。
こ
こ
で
如
意
輸
が
弥
陀
信
仰
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
は
注
意
さ
れ
る
が
、
如
意
輪
と
弥
陀
仏
と
の
関
係
は
、
如
意
輸
の
経

典
に
し
ば
し
ば
説
か
れ
て
い
る
。

例
え
ば
菩
提
流
支
訳

「
如
意
輪
陀
羅
尼
経
」
に
は
、

是
成
一
一
就
世
出
世
間
「
三
種
薬
処
、

増
長
福
龍
、

ヲ

ニ

⑫

命
終
当
レ
得
レ
往
一
一
生
西
方
極
楽
剥
土
一

と
あ
り
、

あ
る
い
は
義
浄
訳
「
仏
説
観
自
在
菩
薩
如
意
心
陀
羅
尼
呪
経
』
に
は
、

善
男
子
汝
等
勿
レ
怖
、

i

欲
レ
求
何
願
一
切
施
レ
汝
、
阿
弥
陀
仏
白
現
一
其
身
ザ
亦
見
一
極
楽
世
界
種
種
荘
厳
如
経
広
説
「
井
見
↓
極
楽
世
界

⑫
 

諸
菩
薩
衆
一

と
み
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
来
如
意
輸
の
阿
弥
陀
へ
の
親
近
性
は
非
常
に
強
い
、

と
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
如

意
輸
が
あ
る
い
は
阿
弥
陀
仏
の
脇
土
と
し
て
の
観
音
菩
薩
に
同
化
し
て
い
く
コ
l
ス
を
予
測
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

六
角
夢
想
と
如
忌
輸
と
の
関
係
で
も
う
一
つ
注
志
し
た
い
の
は
、
親
驚
聖
人
の
夢
想
に
現
わ
れ
た
救
世
菩
薩
が
「
由
柄
の
袈
裟
を
着

服
せ
し
め
、
広
大
の
白
蓮
華
に
端
坐
し
て
」

（
伝
絵
）
い
る
こ
と
で
あ
る
。

前
に
指
摘
し
た
よ
う
に

六
角
堂
の
本
尊
は
二
管
如
意
輪

で
あ
っ
た

υ

経
軌
に
よ
れ
ば
二
管
如
意
輸
の
身
相
は
、
金
色
相
、
白
紅
色
相
、
緋
色
相
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
が
、
永
厳
の
守
図
像
抄
』

又士
I停 J『℃＂

Eク捗

腎六
千ハ ・
薩如
一、ヲ怠

白輪
色ニに

結＝は
助日
扶

座ス
白
蓮

＠ 

と
記
し
て
あ
り
、
二
管
如
意
輸
の
身
相
は
白
色
で
、
白
蓮
華
に
結
蜘
扶
座
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
説
に
し
た
が
う
と
、
親
驚
聖

人
の
夢
想
に
現
わ
れ
た
救
世
菩
薩
、
す
な
わ
ち
如
意
輸
の
形
相
は
、

ま
さ
に
儀
軌
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
、

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
し



以
上
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
当
時
の
親
驚
聖
人
に
お
い
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
は
、

や
は
り
生
命
の
苦
悩
｜
｜
色
欲
の

な
や
み
で
あ
り
、

そ
う
し
た
有
情
の
現
実
と
そ
の
救
済
の
問
題
に
お
い
て
、

如
意
輪
（
救
世
い
菩
薩
）
の
本
誓
が

親
驚
聖
人
の
心
を
強

く
把
え
て
い
て
、

そ
の
結
果
が
六
角
夢
想
の
啓
示
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
、

と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
う

一
つ
問
題
に
し
た
い
の
は
六
角
堂
参
龍
と
の
関
係
で
あ
る

い
う
ま
で
も
な
く

六
角
堂
参
龍
の
年
時
は
建
仁
元
三
三

O
一
）
年
で
あ
り

こ
の
年
に
親
驚
聖
人
は
叡
山
を
下
り
一
六
角
堂
に

百
日
参
龍
し
て
後
世
を
祈
り
、

聖
徳
太
子
の
示
現
に
あ
ず
か
つ
て
、
士
口
水
に
法
然
上
人
を
訪
ね
て
、

そ
の
門
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
『
親
驚
伝
絵
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
二
年
後
の
建
仁
三
年
に
六
角
夢
想
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、

『
親
驚
伝
絵
』
の
六
角
夢

想
の
年
時
に
つ
い
て
は
疑
い
が
も
た
れ
、
正
し
い
年
時
を
何
時
に
設
定
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
で
は
、
こ
れ
に

つ
い
て
大
別
し
て
二
つ
の
説
が
行
わ
れ
て
お
り

一
つ
は
六
角
夢
想
は
建
仁
元
年
の
六
角
堂
参
龍
と
同
一
事
実
で
あ
る
と
い
う
説
で
あ

り
、
他
の
一
つ
は
六
角
夢
想
と
六
角
堂
参
寵
と
は
別
の
事
件
で
あ
り
、
六
角
夢
想
は
士
口
水
入
室
以
後
の
で
き
ご
と
で
あ
る
と
す
る
説
で

あ
る
。
こ
の
問
題
は
親
驚
聖
人
の
内
証
の
過
程
と
相
即
す
る
も
の
で
あ
り
、
微
妙
な
解
釈
を
め
ぐ
る
論
考
と
な
っ
て
、

γ
」
仏

υ
＼

A

T
」
占
l

品、

I
4
4
カ
l
L
し

ず
れ
と
も
決
し
難
い
現
状
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
今
こ
こ
で
六
角
夢
想
が
建
仁
元
年
の
六
角
堂
参
龍
と
同
一
事
実
で
あ
り
、
そ
の
動
機
は
主
に
色
欲
の
悩
み
で
あ
っ
た
、
と

＠
 

い
う
説
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
前
掲
の
如
意
輪
の
文
を
め
ぐ
っ
て
、
あ
る
い
は
次
の
よ
う
な
解
釈
を
試
み
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
か
。
す
な
わ
ち
『
恵
信
尼
文
書
」
に

や
ま
を
い
で
L
、
六
か
く
だ
う
に
百
日
こ
も
ら
せ
給
て
、
ご
せ
を
い
の
ら
せ
給
け
る
に
、
九
十
五
日
の
あ
か
月
、

し
ゃ
う
と
く
た
い

し
の
も
ん
を
む
す
び
て
、

じ
げ
ん
に
あ
づ
か
ら
せ
給
て
候
け
れ
ば
、
や
が
て
そ
の
あ
か
月
い
で
さ
せ
給
て
、
ご
せ
の
た
す
か
ら
ん
ず

＠
 

ほ
う
ね
ん
上
人
に
、
あ
い
ま
い
ら
せ
て
、

た
づ
ね
ま
い
ら
せ
て
、

る
え
ん
に
、
あ
い
ま
い
ら
せ
ん
と
、

毅
驚
聖
人
の
六
角
夢
想
の
備
に
つ
い
て

ムr、



親
鷺
聖
人
の
六
角
夢
想
の
偏
に
つ
い
て

ノ、

四

と
あ
る
中
で
、

「
聖
徳
太
子
の
文
を
結
び
て
、
示
現
に
あ
づ
か
ら
せ
給
て
」

の

「
聖
徳
太
子
の
文
」

と
い
う
の
が
如
意
輪
の
文
で
あ

＠
 

「
一
不
一
坊
に
あ
づ
か
ら
せ
給
て
」
の
示
現
の
内
容
が
六
角
夢
想
の
四
句
偏
文
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
の
で
あ
る

Q

つ
ま
り
六
角
堂

ν
テ

ヲ

ニ

シ

テ

ペ

キ

ユ

ス

参
龍
の
九
十
五
日
の
暁
に
、
親
驚
聖
人
は
聖
徳
太
子
の
文
、
す
な
わ
ち
如
怠
輪
の
つ
発
一
一
邪
見
心
「
淫
欲
蟻
盛
可
レ
堕
ニ
落
於
世
「
如
意
輪

我
成
一
一
王
玉
女
1

為
一
一
其
人
親
妻
妾
一
共
生
レ
愛
」
以
下
の
文
を
む
す
ん
で
、
本
尊
如
意
輸
に
祈
願
し
、
そ
の
結
果
、
夢
想
に
如
意
輪

り

救

世
窓
口
薩
l
聖
徳
太
子
）
が
現
わ
れ
て

「
行
者
宿
報
設
女
犯
」

の
四
句
の
偏
を
長
け
た
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
が

い
か
が
で
あ
ろ
う

fp, 

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
親
驚
聖
人
の
宗
教
信
仰
の
展
開
過
程
の
上
に
、
如
意
輸
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
、

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

：、。

ヂ
J
吋

、

hv

し
か
し
六
角
堂
参
龍
と
六
角
夢
想
の
い
ず
れ
の
場
合
に
し
て
も
、

六
角
堂
本
尊
は
聖
徳
太
子
、
あ
る
い
は
救
世
菩
薩
と
し
て

現
わ
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
に
は
、
六
角
堂
に
つ
い
て
六
首
の
和
讃
が
収
め

＠
 

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
六
角
堂
の
本
尊
は
全
て
救
世
菩
薩
と
し
て
現
わ
さ
れ
、
如
意
輸
の
名
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
六
角
堂
の

そ
れ
は
如
意
輪
と
し
て
で
は
な
い
。

和
讃
が
『
六
角
堂
縁
起
』
等
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
、

「
六
角
堂
縁
起
』
は
本
尊
如
意
輪
観
音
の
縁
起
と

霊
験
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
時
代
の
六
角
堂
に
対
す
る
崇
信
も
、
す
べ
て
そ
の
霊
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
c

に
も
か
か
わ
ら

ず
、
親
驚
聖
人
の
場
合
は
如
意
輸
の
名
を
用
い
な
い
で
、
す
べ
て
救
世
菩
薩
ま
た
は
聖
徳
太
子
と
し
て
現
わ
さ
れ
て
い
る
の
は
何
故
で

あ
ろ
う
か

Q

こ
の
こ
と
は
当
時
に
お
い
て
、
如
意
輸
と
救
世
菩
薩
と
聖
徳
太
子
と
は
、
同
一
視
さ
れ
て
い
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
理

解
し
が
た
い
の
で
あ
り

そ
れ
は
親
驚
聖
人
の
太
子
観
の
展
開
を
、

親
驚
聖
人
の
宗
教
思
想
の
展
開
過
程
の
上
に
発
展
的
に
把
え
つ

っ
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

①註

『
親
驚
聖
人
全
集
」
和
讃
篇
二
三
0
ペ
ー
ジ



③③②  

建
仁
三
年
は
突
亥
で
あ
り
、
立
干
西
は
建
仁
一
万
年
で
あ
る
。
西
本
願
寺
所
蔵
の
『
善
信
聖
人
絵
」
は
「
建
仁
三
年
注
入
亥
」
と
す
る
。

「
親
驚
聖
人
全
集
」
言
行
篇
2
・
六

l
七
ペ
ー
ジ

『
親
驚
聖
人
全
集
』
言
行
篇
2
・二

O
一
ペ
ー
ジ

「
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
一
七
巻
所
収
、
平
安
時
代
末
期
に
は
現
行
の
縁
起
文
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

① ①①⑦①  

『
同
』
一
二
入
・
八
八
ペ
ー
ジ

『
同
』
四
一
・
コ
一
五
九
ペ
ー
ジ

「
故
実
叢
書
』
所
収
「
拾
芥
捗
』
中

し
か
し
一
般
に
は
、
六
角
堂
の
本
尊
は
如
意
論
と
し
て
語
ら
れ
、
こ
れ
を
救
世
観
音
、
聖
徳
太
子
と
称
す
る
例
は
上
掲
の
ほ
か
に
は
な
い
。

比
叡
山
延
暦
寺
開
創
記
念
事
務
局
発
行
「
校
訂
増
補
天
台
座
主
記
』
一
七

0
ペ
ー
ジ

『
親
驚
聖
人
全
集
L

言
行
篇
2
・
一
七
六
ペ
ー
ジ

「
大
日
本
仏
教
全
集
』
三
八
・
八
四
ペ
ー
ジ

覚
禅
は
康
治
二
年
に
生
れ
、
安
一
冗
二
年
か
ら
建
保
七
年
ま
で
の
問
、
観
音
寺
、
六
条
坊
門
富
小
路
、
綾
小
路
、
高
野
山
東
別
所
、
祇
園
、
西
明

寺
、
勧
修
寺
浄
土
院
等
に
居
住
し
て
、
『
覚
禅
妙
』
を
選
述
し
た
。

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
図
像
部
四
・
四
入

0
ペ
ー
ジ
、
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
四
七
・
一
入
一
ペ
ー
ジ
、
但
し
『
仏
教
全
書
』
で
は
、
「
又
云
」

の
下
に
異
本
は
「
若
」
字
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

原
文
「
玉
玉
女
」
の
「
王
L

の
意
味
が
不
明
で
あ
る
。
密
教
で
は
如
意
宝
珠
を
「
成
生
玉
」
と
解
釈
す
る
か
ら
、

「
生
し
の
誤
写
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

「
本
尊
変
玉
玉
女
事
」
の
前
に
「
止
雨
風
事
」
と
し
て
「
別
本
軌
一
去
、
若
欲
雨
風
止
、
取
局
如
木
、

々
」
と
あ
る
。

⑬⑫⑪⑩  ⑬ ⑬ 

「
成
王
玉
女
」
の
「
王
し
は

⑬ 

（
中
略
）
長
一
肘
加
持
百
八
返
焼
却
止
云

⑬ 

「
大
正
新
修
大
蔵
経
」
一
一

0
・三

O
二
ペ
ー
ジ
、
な
お
『
阿
裟
縛
抄
』
九
・
如
意
論
に
は
、

ま
引
用
し
て
い
る
。

「
大
正
新
修
大
蔵
経
」
図
像
部
一

0
・
八
六

0
ペ
ー
ジ
取
意

『
同
』
二

0
・三

O
二
ペ
ー
ジ

『
同
』
ご

0
・
一
九
四
ペ
ー
ジ

「
宝
思
惟
軌
云
」
と
し
て
、
こ
の
部
分
を
そ
の
ま

⑧⑬⑬  

親
驚
聖
人
の
六
角
夢
想
の
備
に
つ
い
て

六
五



親
驚
聖
人
の
六
角
夢
想
の
備
に
つ
い
て

六
六

⑧⑧  

『
同
』
二

0
・
一
九
七
ペ
ー
ジ

『
同
』
図
像
部
三
・
二
八
ペ
ー
ジ
、
な
お
『
阿
裟
縛
抄
』
九
・
如
意
輸
に
は
同
じ
く
、

し
て
い
る
。

赤
松
俊
秀
氏
著
『
親
驚
』
で
は
、
建
仁
元
年
の
六
角
堂
参
籍
は
六
角
夢
想
と
同
一
事
実
で
あ
る
こ
と
を
種
々
の
角
度
か
ら
論
考
し
、
六
角
堂
に

参
寵
し
て
聖
徳
太
子
か
ら
与
え
ら
れ
た
偏
が
凹
句
偏
で
あ
り
、
「
当
時
親
驚
の
悩
み
は
性
欲
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
L

、
「
苦
悩
の
あ
げ

く
、
叡
山
を
下
っ
て
六
角
堂
に
こ
も
っ
て
祈
念
せ
ざ
る
か
）
え
な
か
っ
た
。
し
と
し
て
お
ら
れ
る
。

「
親
驚
聖
人
全
集
』

細
川
行
信
氏
「
聖
徳
自
主
の
め
ぐ
み
」
（
『
親
驚
教
学
』

I
）
で
は
、
「
聖
徳
太
子
の
文
を
結
び
て
、
示
現
に
あ
づ
か
ら
せ
て
給
て
侯
け
れ
ば
」

の
文
に
つ
い
て
、
「
聖
人
は
聖
徳
太
子
の
文
を
結
び
、
太
子
の
示
現
を
蒙
ら
れ
た
と
い
う
事
実
が
知
ら
れ
る
」
と
し
、
聖
人
が
太
子
の
文
を
結

ん
で
祈
願
さ
れ
た
文
と
、
そ
の
祈
願
に
感
応
し
て
一
万
現
に
あ
ず
か
ら
れ
た
文
と
に
分
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
、
と
し
て
お
ら
れ
る
。

親
驚
聖
人
の
著
述
を
通
じ
て
み
て
も
、
如
意
輸
の
語
は
み
あ
た
ら
な
い
。
た
だ
「
観
無
量
寿
経
集
註
』
に
、
『
観
経
』
の
「
阿
弥
陀
仏
、
神
通

如
意
L

の
文
を
釈
す
る
に
、
「
如
意
」
の
語
釈
が
し
て
あ
り
、
（
親
驚
聖
人
全
集
・
註
釈
篇
二
・
二
二
八
ペ
ー
ジ
）
こ
れ
は
『
教
行
信
一
証
』
信

巻
に
、
「
光
明
寺
観
経
義
云
言
如
意
者
」
以
下
の
「
如
意
」
の
語
釈
と
同
一
で
あ
る
ο

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
如
意
の
語
釈
に
と
ど
ま

り
如
意
輸
に
つ
い
て
記
す
も
の
で
は
な
い
。

附

記こ
の
論
文
は
近
く
刊
行
予
定
の
「
大
谷
史
学
」
一

O
号
に
掲
載
す
る
拙
稿
「
六
角
堂
考
」
の
一
部
在
詳
述
し
、
い
い
及
は
な
か
っ
た
点
を
加
築
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
両
者
の
内
容
が
重
複
す
る
点
の
あ
る
こ
と
を
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 「

商
二
管
弦
口
薩
白
色
荘
厳
、
結
跡
朕
坐
白
蓮
華
」
と
記

⑫ ⑧⑧  ⑧ 


